
華
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華
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擬
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解
釈

の
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題
点

(
一
)

増

田

英

男

こ
れ
ま
で
二
回
に
わ
た
り
、
弁
証
法
と
の
比
較
を
通
し
て
、
華
厳
無

擬
の
本
質
的
意
味
が
、
直
接
無
媒
介
的
な
非
過
程
的
同
時
円
成
と
い
う

点
に
あ
る
こ
と
を
究
明
し
て
き
た
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
古
来
の

華
厳
教
学
を
再
検
討
す
る
と
、
そ
の
中
に

「
無
擬
」
の
解
釈
に
お
い
て

い
さ
さ
か
疑
問
と
思
わ
れ
る
点
が
い
く

つ
か
見
出
だ
さ
れ
る
。
ま
ず
そ

の
具
体
的
な
実
例
と
し
て

「
主
伴
具
足
」
の
解
釈
を
取
り
あ
げ
て
み
よ

う
。
「
主
伴
具
足
」
は
華
厳
教
学
に
お
い
て
極
め

て
重
要
な
意
味
を
も

つ
。
即
ち
教
判
の
面
で
は
例
え
ば
法
蔵

の

『
五
教
章
』
に
、
「若
三
乗

頼
耶
識
如
来
蔵
法
無
我
因
中
、
有
二
六
義
名
義

一而
主
伴
未
レ
具
。
若

一
乗

普
賢
円
因
中
、
具
ニ
足
主
伴

一無
尽
縁
起
方
究
寛
也
。
」
〔大
四
五
、
5
0
3
a
)

と
か
、

「
此

一
乗
此

一
方
説
二
一
事

一
義

一
品

一
会
等
一時
、

必
結
二
通
十

方

一
切

世
界

一皆

同

二
此

説

(
具

二
足

)
主

伴

一共

成

二
一
部

殉
…
…
三

乗
等

則
不
レ
爾
。
但
堕

二

方

一
相

一説
、
無
二
此
主
伴
該
通
等
一也
。
」
〔同
4
8
4
a
〕

な
ど
と
あ
る
如
く
、
主
伴
具
足
は
三
乗
諸
教
に
対
し
て

一
乗
円
教
た
る

華
厳

の
立
場
を
分

つ
極
め
て
重
要
な
特
質
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
教
理

の
面
で
は
、
事
事
無
擬
の
奥
義
を
説
く
古
十
玄

に
お
い
て
、
各
門
に
そ

な
わ
る
+
義
の
第
八
に

「
主
伴
依
正
」
と
し
て
立
て
ら
れ
、
新
十
玄
に

至
つ
て
最
後

の
第
十
門
に

「
主
伴
円
明
具
徳
門
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、

十
玄
門
全
体
を
統

べ
る
総
帰
結
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
観
法
と
し
て

は
、
教
即
観
の
立
場
か
ら
、
右
の
+
玄
門
な
ど
も
教
理
た
る
と
同
時
に

観
法
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
る
が
、
別
立
の
観
法

と
し
て
も
例
え
ば
法
蔵

の

『
発
菩
提
心
章
』
で
は
、
三
重
観
に
続
く
十
門
止
観
の
最
後
に

「
主

伴
円
備
門
」
を
立
て
、
『
妄
尽
還
源
観
』
で
は
五
止
六
観
の
最
後
に
「
主

伴
互
現
帝
網
観
」
を
掲
げ
て
、
い
ず
れ
も
観
法

の
極
致
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
教
判
上
か
ら
も
教
理
上
か
ら
も
観
法

上
か
ら
も
、
「
主
伴

具
足
」
こ
そ
は
、
多
種
多
様
の
形
で
横
説
竪
説
せ
ら
れ
る
華
厳
無
擬
の

思
想
の
中
で
も
、
と
く
に
重
要
な
根
本
的
か
つ
総
括
的
究
極
的
意
味
を

担
う
も
の
で
あ
る
。

で
は

「
主
伴
具
足
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
る
か
。
ま
ず
大
体
の

意
味
は

一
応
次
の
如
く
で
あ
ろ
う
。
即
ち
千
差
万
別
の
事
事
物
物
が
相

互
に
幾
重
に
も
無
擬
無
尽
に
相
即
相
入
し
あ
う
事
事
無
擬
法
界
に
お
い
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て
は
、

一
一
の
事
物
が
そ
れ
ぞ
れ
他
の
全
事
物
を
完
全
に
抱
摂
統

一
し

む

て
全
体

の
中
心
主
体
と
な
る
と
と
も
に
、
ま
た
逆
に
他
の

一
一
の
事
物

に
包
摂
統

一
せ
ら
れ
て
そ
の
周
辺
伴
侶
と
も
な
る
、
つ
ま
り
す
べ
て
の

事
物
が
互
に
主
と
も
な
り
伴
と
も
な
り
つ
つ
、
そ
の
間
何
ら
の
対
立
衝

突
も
混
乱
矛
盾
も
な
く
全
く
円
融
無
擬
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
問
題
は
こ
の
主
と
伴
と
の
入
れ
代
り
が
、
過
程
的
時
間
的
に

相
前
後
し
て
現
わ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
非
過
程
的
に
同
時
に
現
成
す

る
の
か
、

と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
を
ど
ち
ら
に
解
す
る
か
に
よ
つ
て

主
伴
具
足
の
意
味
が
全
く
違

つ
て
く
る
。
即
ち
も
し
こ
れ
を
過
程
的
に

解
釈
す
れ
ば
、
主
伴
具
足
は
常
識
的
に
も
解
り
や
す
い
無
矛
盾
的
な
単

な
る
主
伴
交
代
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
も
し
こ
れ
を
同
時
現
成
と
し
て

解
釈
す
れ
ば
、
主
伴
具
足
は
常
識
を
超
え
た
矛
盾
的
自
己
同

一
的
な
主

伴
互
換
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
過
程
的
交
代
と
同
時
的
互
換
と
い
う
両

様
の
解
釈
が
区
別
せ
ら
れ
る
が
、
も
し
非
過
程
的
同
時
円
成
と
い
う
こ

と
が
華
厳
無
擬
の
本
質

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
事
事
無
擬
の
極
致
を
開
示

せ
る
主
伴
具
足
の
意
味
は
、
当
然
こ
の
後
の
解
釈
に
よ
つ
て
理
解
把
握

せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
古
来
の
華
厳
教
学
の
中
に
は
、
ど
ち
ら
の
解
釈
な
の
か
曖

昧
な
る

の
み
な
ら
ず
、
前
の
解
釈
す
な
わ
ち
過
程
的
交
代
を
思
わ
せ
る

よ
う
な
節
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
法
蔵
の

『
探

玄
記
』
に
記
さ
れ
た
主
伴
具
足
に
関
す
る
文
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
解

釈
の
仕
方
を
検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
即
ち
そ
の
巻

一
の
第
九
顕
二

義
理
分
斉

一の
条
に
、
ま
ず
十
玄
門
の
名
を
連
ね
、
以
下
蓮
華
葉
を
事
例

と
し
て
順
次
に
各
門
を
解
説
し
て
行
く
の
で
あ

る
が
、
最
後
の
第
十
門

「
主
伴
円
明
具
徳
門
」
の
下
に
次
の
よ
う
な
解
説

が
あ
る
。
「
此
円
教
法

理
無
二孤
起
幻
必
春
属
随
生
。
下
云
、
此
華
有
二
世
界
海

塵
数
蓮
華
一以

為
二春
属

又
如
二
一
方
為
レ
主
十
方
為
7
伴
余
方
亦
爾
。
是
故
主
主
伴
伴

各
不
二相
見
殉
主
伴
伴
主
円
明
具
徳
。
」
〔大
三
五
、
1
2
3
c
-
4
a
〕

(
な
お
澄
観

の

『
華
厳
経
疏
』
巻
一

〔
5
1
5
c
〕に
も
こ
れ
と
同

一
の
文
が
載
つ
て
お
り
、

法
蔵
の
『
華
厳
経
旨
帰
』
〔大
四
五
、
5
9
4
c
〕
に
も
同
主
旨
の
文
が
見
え
る
。

ま
た

『
探
玄
記
』
巻
一
の
第
五
弁
二能
詮
教
体
一の
条
に
も
、
浅
よ
り
深
に
至
る

十
門
最
後
の
主
伴
円
備
門
に
お
い
て
、
主
経
と
春
属
経
と
の
間
の
主
伴
具
足
が

説
か
れ

〔大
三
五
、
1
1
9
c
-
1
2
0
a
〕
、

澄
観
の
『
華
厳
経
疏
』
巻

一
に
も
、
十
処

に
よ
つ
て
経
縁
を
説
く
段
の
最
後
に
、
遮
那
仏
と
余
仏
と
の
間
の
主
伴
関
係
に

つ
い
て

「主
主
不
二相
見

伴
伴
不
二相
見
画
主
伴
伴
主
則
互
相
見
、
…
…
」

〔同
5
0
5
〕の
文
が
見
え
、
『随
疏
演
義
砂
』
は
さ
ら
に
こ
れ
を
詳
説
し
て
い
る

〔大
三
六
、
2
7
a
〕
。

)

さ
て
こ
の
文
の
前
半
は
、

一
つ
の
蓮
華
が
世
界
中
の
無
数
の
蓮
華
を

春
属
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
華
厳
円
教

の
法
理
は
孤
立
的
で
は
な
く
、
必

ふ

え
ん

ず

一
切
の
法
理
を
春
属
と
し
て
随
伴
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
、
敷
衛
す

れ
ば
こ
の
法
界
に
お
け
る
す
べ
て
の
事
物
は
ど
れ
も
単
独
で
現
わ
れ
る

も
の
は
な
く
、
必
ず
重
重
無
尽
の
縁
起
に
つ
な

が
る
他
の

一
切
を
春
属

と
し
て
伴
な
つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
説
い
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

つ
ま
り
A
は
B
C
D
E
な
い
し

一
切
を
春
属
と
し
て
起
り
、
B
は
A
C

華
厳
教
学

に
お
け

る

「
無
凝
」

の
解
釈

の
澗
題
点

(
一
)
(
増

田
)
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華
厳
教
学

に
お
け
る

「
無
擬
」

の
解
釈

の
問
題
点

(
一
)
(
増

田
)

D
E
な
い
し

一
切
を
春
属
と
し
て
起
り
、
C
は
A
B
D
E
な
い
し

一
切

を
春
属
と
し
て
起
る
…
…
と

い
う
具
合
に
、
個
個
の
事
事
物
物
が
そ
れ

ぞ
れ
他
の

一
切
を
春
属

と
し
て
現
起
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
つ
て
A
B
C
D
E
な
い
し

一
切
の
そ
れ
ぞ
れ
は
、
い
ず
れ
も
他

の
す
べ
て
の
も
の
を
春
属
と
し
て
率
い
る
主
で
あ
る
と
と
も
に
、
ま
た

他
の
す
べ
て
の
も
の
そ
れ
ぞ
れ
の
春
属
と
し
て
率
い
ら
れ
る
伴
で
も
あ

る
わ
け
で
、
か
く
て
個
個
の
事
事
物
物
相
互
の
問
に
無
限
の
主
伴
関
係

が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
故
に

「
一
方
主
た
れ
ば
十
方
伴
た
る
が
如

く
余
方
も
亦
し
か
り
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
主
伴
具
足
に
関
す
る

『
探
玄
記
』
の
文
は
、

こ
こ
ま
で
は

一
応
非
過
程
的
同
時
現
成

の
意
味

に
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
問
題
は
そ
の
次
の

「
主
主
伴
伴
各
相
い

見
ず
、
主
伴
伴
主
円
明
に
具
徳
す
」
の
一
文
で
あ
る
。

こ
れ
を
澄
観
の

『
華
厳
経
疏
』
〔大
三
五
、
5
1
5
c
,
 
 
5
0
5
c
〕

及
び

『
随
疏
演
義
砂
』
〔大
三

六
、
8
1
c
,
 
 
8
1
c
,
 
 

の
釈
に
よ
つ
て
解
釈
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。
即

む

む

 

ち

「
一
方
が
主
た
る
時
は
そ
の

一
方
は
ど
こ
ま
で
も
主
で
あ
つ
て
伴
た

る
こ
と
は
で
き
ず
、
十
方
が
伴
た
る
時
は
そ
の
十
方
は
ど
こ
ま
で
も
伴

で
あ
つ
て
主
た
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
故
に
相
関
関
係
に
あ
る
も
の
の

一
方
が
主

た
る
時
、

他
方
も
ま
た
主
で
あ
つ
た
な
ら
、
双
方
と
も
に
ど

こ
ま
で
も
主
位
を
主
張
し
て
互
に
衝
突
す
る
か
ら
両
者
の
関
係
は
成
り

立
た
ず
、

ま
た

一
方
が
伴
た
る
時
、
他
方
も
ま
た
伴
で
あ

つ
た
な
ら
、

双
方
と
も

に
伴
位
に
退
い
て
発
動
し
な
い
か
ら
や
は
り
両
者
の
関
係
は

か
い
り

成
り
立
た
な
い
。
即
ち
主
と
主
、
伴
と
伴
は
互
に
衝
突
あ
る
い
は
乖
離

し
て
相
関
関
係
を
現
成
し
得
な
い
。

っ
ま
ひ

『
主
主
伴
伴
各
柚

い
見

ず
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
反
し
、

一
方
が
主
た
る
時
に
は
他

方
は
必
ず
伴
と
な
り
、
他
方
が
主
た
る
時
は
一
方
は
必
ず
伴
と
な
る
な

ら
ば
、
双
方
互
に
衝
突
も
乖
離
も
せ
ず
、
両
者

の
関
係
が
円
満
に
成
立

す
る
。
即
ち
主
と
伴
、
伴
と
主
の
間
に
こ
そ
持
ち
つ
持
た
れ

つ
の
相
関

関
係
が
成
立
し
得
る
。

つ
ま
り

『
主
伴
伴
主
円
明
に
具
徳
す
』
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
」
澄
観
の
釈
を
論
理
的
に
敷
衛
す
れ
ば
以
上

の
よ
う

に

な
る
。
こ
の
解
釈
の
根
底
に
は
、
「
主
は
ど
こ
ま
で
も
主
で
あ

つ
て
伴

で
は
な
く
、
伴
は
ど
こ
ま
で
も
伴
で
あ

つ
て
主

で
は
な
い
」
と
い
う
自

同
律
な
い
し
矛
盾
律
に
基
づ
く
二
者
択

一
的
前
提
が
あ
る
。
こ
の
前
提

に
立
つ
限
り
、

一
方
が
主
で
他
方
が
伴
で
あ
る
場
合
と
、
他
方
が
主
で

一
方
が
伴
で
あ
る
場
合
と
は
同
時
に
は
成
立
し
得
な
い
。
し
た
が
つ
て

主
伴
具
足
は
過
程
的
前
後
交
代
的
に
し
か
成
立

し
得
な
い

こ
と
に
な

る
。
即
ち
こ
の
解
釈
は
主
伴
具
足
を

「
一
切
法
は
前
後
時
を
異
に
し
て

交
互
に
主
と
な
つ
た
り
伴
と
な
つ
た
り
す
る
」

と
い
う
ふ
う
に
過
程
的

交
代
と
し
て
解
釈
す
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

と
こ
ろ
が
こ
の

一
文
に
は
ま
た
別
の
読
み
方

と
別
様

の
解
釈
が
あ

る
。
ま
ず
読
み
方
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

「
主
を
主
と
し
伴
を
伴
と
す
れ

ば
各
相
見
ず
、
伴
を
主
と
し
主
を
伴
と
す
れ
ば
円
明
に
具
徳
す
」
と
読

む
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
で
も
こ
れ
を
過
程
的
主
伴
交
代
と
解
す
る
こ

と
も
で
き
る
。

つ
ま
り

「
主
は
主
、
伴
は
伴
と
い
つ
ま
で
も
固
定
し
て

い
て
は
相
互
無
擬
の
関
係
は
成
立
し
な
い
が
、
互
に
入
れ
代
り
譲
り
あ
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つ
て
主
と
も
な
り
伴
と
も
な
つ
て
行
け
ば
円
満
な
関
係
が
成
立
す
る
」

と
い
う

ふ
う
に
解
釈
で
き
る
。
し
か
し
こ
れ
を
同
時
円
成
的
な
主
伴
互

換
と
見
る
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。
別
様
の
解
釈
と
い
う
の
は
こ
れ
で
あ

る
。
即
ち

「
主
が
主
た
る
立
場
だ
け
に
執
わ
れ
、
伴
が
伴
た
る
立
場
だ

け
に
執

わ
れ
て
い
て
は

一
切
法
の
間
に
無
擬

の
関
係

は
成
立
し
得
な

い
。
主
が
主
で
あ
り
な
が
ら
主
た
る
立
場
を
脱
却
し
て
同
時
に
伴
で
も

あ
り
得
、

伴
が
伴
で
あ
り
な
が
ら
伴
た
る
立
場
を
脱
却
し
て
同
時
に
主

で
も
あ
り
得
て
こ
そ
、

一
切
法
の
間
に
重
重
無
擬
な
る
主
伴
互
換
の
関

係
が
同
時
円
成
す
る
」
と
い
う
ふ
う
に
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
主
伴
具

足
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
法
蔵
の
著
書
に
多
い
。
例
え
ば

『
発

菩
提
心
章
』
に
説
か
れ
る
十
門
止
観
の
第
十
主
伴
円
備
門
の
条
に
、
「
菩

薩
以
二普

門
之
智
一頓
二
照
於
此
普
門
法
界
殉
然
挙
レ
一
為
レ
主

一
切
為
レ

伴
。
主
レ
伴
伴
レ主
皆
悉
無
尽
。
不
レ
可
二称
説
ご

〔大
四
五
、
6
5
4
b
〕
と
あ

る
の
は
簡
略
で
未
だ
意
味
が

ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
が
、
『
義
海
百
門
』
に
説

か
れ
る
差
別
顕
現
門
の
+
義
の
第
九
定
二
主
伴

一の
条

に
、
「
謂
塵
是
法

界
体
無
二
分
斉
幻
普
遍
二
一
切

是
為
レ
主
也
、
即
彼

一
切
各
各
別
故
是
伴

也
。
然
伴
不
レ
異
レ
主
、
必
全
レ
主
而
成
レ
伴
。
主
不
レ異
レ
伴
、
亦
全
レ
伴
而

成
レ主
。

主
之
与
レ
伴
、
互
相
資
相
摂
。
若
相
摂
彼
此
互
無
、
不
レ
可
三
別
ニ

説

一
切
殉
若
相
資
則
彼
此
互
有
、
不
レ可
三
同
二説

一
切
殉
皆
由
二
即
主
即

伴

是
故
亦
同
亦
異
。
当
レ知
、
主
中
亦
主
亦
伴
、
伴
中
亦
伴
亦
主
也
。」

〔同
、
5
3
2
c
〕
と
あ
る
の
は
、
明
ら
か
に
上
述
の
よ
う
な
同
時
円
成
的
主

伴
互
換
を
説
く
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た

『
妄
尽
還
源
観
』

に
説
か
れ
る
六
観
門
の
第
六
主
伴
互
現
帝
網
観
の
条
に
、
、
謂
以
レ
自

為

レ
主
、

望
レ
他

為

レ
伴
。

或

以

二
一
法

一為
レ
主

一
切

法

為

レ
伴
。

或

以

一二

身
一為
レ
主

一
切
身
為
レ伴
。
随
レ
挙
二
一
法
一即
主
伴
斉
収
。
…
…
」

〔同
、

6
4
0
b
c
〕

と
あ
り
、
さ
ら
に
善
財
童
子
が
弥
勒
菩
薩
の
前
で
見
た
重
重
無

尽
の
大
楼
閣
に
つ
き
主
伴
互
現
を
説
い
た
後
、
六
観
門
全
体
に
つ
い
て
、

「
此
上
所
述
六
重
観
門
、
挙
レ
一
為
レ
主
余
五
為
レ
伴
。
無
レ
有
二前
後
始

終

一倶
斉
。
随
レ
入
騨二
門

一即
全

一収
法
界
幻
…
…
巻
紆
無
擬
隠
顕
同
時
。

一
際
絶
二
其
始
終
酬
出
入
亡
二於
表
裏
殉
初
心
正
覚
、
摂
二多
生
於
刹
那
殉

…
…
即

是
海
印
柄
現
三
昧
門
。
」
〔同
〕
と
説
く
に
よ
れ
ば
、
そ

の
非
過

程
的
同
時
円
成
的
解
釈
た
る
こ
と
は
い
よ
い
よ
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
主
伴
具
足
は
、
古
来
の
華
厳
教
学
に
お
い
て
、
過
程
的

前
後
的
な
主
伴
交
代
と
、
非
過
程
的
同
時
円
成
的
な
主
伴
互
換
と
、

こ

の
両
様
の
意
味
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
両
様
の
解
釈

は
決
し
て
混
同
さ
る
べ
き
で
は
な
く
、
ま
た
華
厳
無
擬
本
来
の
意
味
か

ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
同
時
円
成
的
主
伴
互
換
と
し
て
解
釈

せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
。
し
か
も
こ
の
問
題
は
単
に

「
主
伴

具
足
」
だ
け
で
は
な
く
、
古
来
の
華
厳
教
学
の
諸
方
面
に
現
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
次
の
機
会
に
述
べ
る
こ
と
と
す

る
。

華
厳
教
学

に
お
け
る

「
無
凝
」

の
解
釈

の
問
題
点

(
一
)

(増

田
)
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